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《
資

料

》
徳
山
敬
猛

『農
業
子
孫
養
育
革
控
』
(文
政
七
年
)
と
そ
の
成
立

神

立

春

樹

一

は

じ

め

に

(-)

先
に
'
｢徳
山
敬
猛

『農
業
子
孫
養
育
草
』
(文
政
九
年
)
-
原
本
に
よ
る
翻
刻
｣
に
お
い
て
､
つ
と
に

｢有
用
の
農
書
｣
と
さ

れ
て
き
た
､
美
作
国
真
嵩
郡
上
徳
山
の
人
'
徳
山
敬
猛
が
文
政
九
年
に
記
し
た

『農
業
子
孫
養
育
草
』
の
原
本
に
も
と
づ
-
翻
刻

と
'
当
代
の
最
も
権
威
の
あ
る
農
書
で
あ
っ
た

『農
業
全
書
』
(宮
崎
安
貞
著
､
元
禄
十
年
刊
)
と
の
対
比
を
行
な
っ
た
｡
そ
れ
に

よ
り
､
こ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
』
は

『農
業
全
書
』
か
ら
の
大
幅
な
引
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
､
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
は
小
さ
い
こ
と
､
し
か
し
､
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
独
自
の
項
目
が
あ
る
こ
と
を
摘
出
し
た
｡
『農
業
全
書
』
に
似
せ
'
そ

こ
か
ら
の
大
幅
な
引
用
で
は
あ
る
が
'
引
用
の
仕
方
そ
の
も
の
と

'
独
自
の
項
目
の
追
加
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
り
､
そ
の
よ
う

に
し
て
成
り
立
つ
本
書
は
1
つ
の
書
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
た
｡

と
こ
ろ
で
､
徳
山
敬
猛
は
､

一
八
二
六

(文
政
九
)
年
の

『農
業
子
孫
養
育
草
』
の
二
年
前
の
一
八
二
四

(文
政
七
)
年
に

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
を
記
し
て
い
る
｡
本
稿
は
こ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
を

『農
業
子
孫
養
育
草
』
と
比
較
し
て
内
容

が
全
く
異
な
る
こ
と
､
そ
の
内
容
か
ら
そ
の
成
り
立
ち
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(-
)
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(2
)

翻
刻
に
あ
た
っ
て

1

底
本
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
徳
山
家
文
書
中
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
(文
政
七
年
111月
)
で
あ
る
｡

一

底
本
の
文
体
'
仮
名
づ
か
い
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
｡
た
だ
し
､
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
｡

l

底
本
の
漢
字
は
新
字
体
に
､
異
字
に
つ
い
て
は
現
在
の
字
体
と
し
た
｡
た
だ
し
､
井
､
杯
､
ホ
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
｡

一

底
本
の
漢
字
体
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
し
､
返
点
の
有
無
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
｡

一

句
読
点
を
つ
け
､
清
濁
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
｡

1

行
間
記
入
箇
所
は

(

)
を
つ
け
､
本
文
に
阻
み
込
ん
だ
.

7

底
本
の
文
中
の
二
行
割
注
な
ど
に
つ
い
て
は
､
小
文
字
と
し
､

l
行
割
注
と
し
た
.

1

底
本
に
あ
る
ふ
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
.
ま
た
嘆
字
の
左
側
に
つ
い
て
仮
名
は
二
行
に
魁
ん
で

(

)
で
囲
み
､

そ
の
漢
字
の
下
に
入
れ
た
.

『農
業
子
孫
養
育
草
』
と
の
対
比
照
合

7

こ
れ
に
は
O
｢徳
山
敬
猛

『農
業
子
孫
養
育
草
』
(文
政
九
年
)
-
原
本
に
よ
る
翻
刻
｣
に
よ
り
､
ペ
ー
ジ
数
は
そ
こ
に

お
け
る
ペ
ー
ジ
を
示
す
｡
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二

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
翻
訳
と
そ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
』
と
の
対
比

農
業
子
孫
養
育
草
控

農
業
子
孫
養
育
草

農
業
子
孫
養
育
草
序

先
大
父
本
名
清
延
翁
は
'
子
孫
為
相
続
､
推
子
道
教
抄

を
著
述
し
玉
ふ
｡
-
-

以
下
省
略

1
八
三

～
l
八
六
ペ
ー
ジ

(禰
注
)

そ
れ
農
業
は
国
家
の
大
本
な
り

｡

上

ミ
天
子
よ
り
下
モ
庶
人

に
至
る
ま
て
生
を
養
育
す
る
五
穀
を
作
り
出
し
て
納
る
も
の

な
れ
は
､
是
天
下
の
宝
と
い
ふ
も
の
な
り
｡
故
に
古

へ
聖
賢

の
政
事
に
も
耕
作
を
根
元
と
し
給
ふ
と

い
へ
り
｡
(本
朝
に

(マ
マ)

て
も
)
神
代
の
む
か
し
天
照
太
神
御
田
作
の
事
を
執
行

ハ
せ

給
ひ
､
亦
御
ミ
つ
か
ら
神
衣
を
織
給
ふ
｡
歌
に
も
い
た
つ
ら

に
世
に
な
す
さ
ミ
に
は
た
と
の
に
神
さ

へ
ミ
す
を
お
る
と
閲

に
も
｡
文
人
代
の
始

つ
か
た
本
朝
中
興
神
君
神
功
皇
后
武
内

の
臣
に
勤
し
､
土
地
を
ひ
ら
き
神
田
を
作
ら
し
め
給

へ
り
｡

諸
越
に
も
天
子
自
籍
田
を
耕
給
ひ
'
王

ハ
1
溌
'
公
ハ

三

(補
注
)

ツ
n
ジ
ソ

抑
農
業
は
国
家
の
大
本
な
り

｡

上

ミ
天
子
よ
り
下
モ

庶

人

に

イ
ク

ヤウ
/ク

コク

至
る
ま
て
､
生
を
養
育
す
る
五
穀
を
作
り
出
し
て
納
る
も
の

イ
ニシ

セイ

な
れ
は
､
是
天
下
の
宝
と
い
ふ
も
の
な
り
｡
故
に
古

へ
聖

ケ
ン

T,ツリ
コー

カウ
サ
ク

賢
の
政

事
に
も
耕
作
を
根
元
と
し
給
ふ
と
い
へ
り
｡
神
代

ア
マテ
ルヲ､L'カ",
･､､
ク
サク

トリ
ヲ
rtナ

の
む
か
し

天

照

大

神

御

田

作

の

事
を

執

行

ハ

せ
給
ひ
､
亦

カ
ソ･Vゾ
ヲリ

御
ミ
つ
か
ら
神
衣
織
給
ふ
｡

歌
に
も
､
い
た
つ
ら
に
世
に
な
す
さ
ミ
そ
は
た
と
の
に
神
さ

へ
ミ
そ
を
お
る
と
閲
に
も

文
人
代
の
姶

つ
か
た
本
朝
中
興

ジ
ンタ
ン

ク
ケウチ

ミ
コJ･ノリ

ト
チ

神
君
神
功
皇
后
武
内
の
臣
に

勅

し
'
土
地
を
ひ
ら
き
神

ク

モ
p
コシ

ミ
ツカ
ラ
セキテ
ン

タ
カ
へシ

田
を
作
ら
し
め
給

へ
り
｡
諸

越

こ

も
天
子

自

薄

田

を

耕

(3
)
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挨
'
卿
は
九
投
へ
大
夫

ハ
二
十
七
探
'
庶
人
は
千
畝
を
終
と

か
や
｡
わ
か
朝
人
皇
十
代
崇
神
天
皇
の
十
二
年
九
月
始
技
人

民
更
科
調
役
と
あ
り
､
又
三
十
四
代
推
古
天
皇

二
年
春
二

月
､
聖
徳
太
子
奏
聞
有
て
'
国
々
へ
勅
使
を
下
さ
れ
､
百
姓

に
蒔
仕
付
の
時
節
'
土
地
相
応
す
る
物
'
井
作
り
た
て
様
を

教
さ
せ
給
ふ
｡
三
十
七
代
孝
徳
天
皇
記
に
町
段
の
数
､
租
庸

調
の
こ
と
詔
有
て
､
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
御
字
､
大
臣
吉

備
公
勅
量
を
奉
し
､
天
下
の
百
姓
に
大
小
の
麦
を
植
さ
せ
ら

れ
た
り
｡
何
れ
も
蒔
う
ゑ
の
時
を
失
ひ
､
ミ
の
り
よ
か
ら

す
｡
愛
に
お
ゐ
て
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
の
御
字
､
弘
仁
十

一

年
藤
原
冬
嗣
公
勅
を
う
け
て
播
種
の
時
後
れ
さ
る
や
う
を
告

示
さ
せ
給
ふ
｡
是
よ
り
耕
作
の
令
制
頻
り
に
行

ハ
れ
､
山
沢

原
野
ひ
ら
け
荒
亡
の
地
な
く
､
耕
作
の
道
盛
な
り
｡
さ
れ

は
､
諸
作
多
き
中
に
分
て
麦
稲
の
両
種
は
陰
陽
想
応
の
草
に

て
五
穀
の
中
の
長
な
り
'
両
種
の
成
熟
を
考
ふ
る
に
､
十
月

農
功
終
て
諸
作
取
収
､
う
ゝ
る
も
の
あ
ら
さ
る
に
'
此
月
麦

を
蒔
人
事
陽
気
地
中
に
萌
故
な
り
｡
十

1
月
中
冬
至
地
雷
復

の
時

1
陽
初
て
地
上
に
起
り
初
る
頃
'
麦
ひ
と
り
生
出
'
十

二
月
地
沢
臨
二
陽
､
正
月
地
天
恭
三
陽
､
二
月
雷
天
大
社
四

(4
)

ハツ

給
ひ

民
の
力
を
か
り
て
耕
を
薄
田
と
い
ふ
､
王
ハ
7
轟
､
公

ハ

ケイ

タイ
7

シ
ヨ

三
擬
､
卿

ハ
九
凝
､
大
夫

ハ
二
十
七
最
'
庶
人
ハ
千
畝
を
終

スキ

と
か
や

周
礼
一
挺
ハ
､
冬
田
を
王
白
菜
を
持

一
度
起
返
さ
せ
給

ふ
､
終
と
ハ
い
つ
れ
も
推
轟
の
数
終
り
て
其
跡
を
百
姓
請
取
作
る
な

り
O
こ
と
-

-
上
天
子
よ
り
農
を
学
ひ
給
ひ
'
明
堂
に
九
重
あ
る

も
井

田の制を
以
為
之
と
な

り
O

レ

カン

故
に

漠
の
文
帝
先
王
の
法

に
し
た

か
ひ
､
み
つ
か
ら
天
下
のシ

農
夫
に
先
た
ち
て
作
り
給

へ
る
物
を
も
ち
て
天
地
神
明
の
薬

警

誓

)
に
供
給
ふ
O
わ
か
朝
人
皇
十
代
新
都
天
皇
の
十
二

カ
ムガ
へ

年
九
月
､
始

技

芸

更

晶

邦
警

記

)
鴻

o
又

=

シャウ
ト
ク

三
十
四
代
推
古
天
皇
二
年
春

二
月

聖
徳
太
子
奏
聞
有
て

国
々
へ
勅
使
を
下
さ
れ
､
百
姓
に
蒔
仕
付
の
時
節
土
地
相
応

す
る
物
井
作
り
た
て
様
を
教
さ
せ
給
ふ
｡
三
十
七
代
孝
徳
天

皇
記

二
町
段
の
数
秒
新
都

(告

キ
)
の
こ
と
ミ
郵

リ郁
て
,
四

シヤウ
J･ク

チ
rnク
セ
ソ

十
八
代

称

徳

天

皇
の
御
字
大
臣
吉
備
公

勅

量

を

奉
し
､
天

マキ

下
の
百
姓
に
大
小
の
麦
を
植
さ
せ
ら
れ
た
り
｡
さ
れ
と

蒔

う

ゑ
の
時
を
失
ひ
ミ
の
り
よ
か
ら
す
､
墓
に
お
ゐ
て
五
十
二
代

サ
ガ

7
Tlツ〆

嵯

峨

天
皇
の
御
字
弘
仁
十

f
年
藤
原

冬

嗣

公

勅
を
う
け
て
播

種

八㍍

ケ
)
の
時
断
れ
さ
る
や
う
を
告
示
さ
せ
給
ふ
｡
是
よ
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陽
'
三
月
沢
天
央
五
陽
､
如
此
段
々
陽
気
に
つ
れ
て
成
長

し
'
四
月
竜
馬
天
の
時
陽
極
て
熟
し
'
其
地
毛
た
る
は
陽
な

り
｡
又
蒔
う
ゝ

る
ハ
男
に
て
､
陽
の
物
膏
や
し
な
ふ
に
陽
を

以
て
す
｡
麦
の
陽
草
た
る
事
薪
の
こ
と
し
｡
都
て
草
木
と
も

春
生
し
て
秋
収
る
に
'
麦
は
か
り
初
夏
に
収
る
は
陽
徳
を
考

ふ
へ
L
o
又
稲
ハ
五
月
中
夏
至
天
風
垢
の
時
､

l
陰
初
て
来

て
苗
を
移
し
'
六
月
天
山
遊
二
陰
､
七
月
天
地
否
三
陰
､
八

月
風
地
観
四
陰
､
九
月
山
地
剣
五
陰
､
斯
の
こ
と
-
月
毎
に

l
陰
つ
1
地
下
よ
り
上
る
に
随
つ
て
生
立
､
十
月
坤
島
地
の

時
陰
極
り
て
実
の
る
｡
其
水
田
の
坤
な
る
は
陰
な
り
｡
と
り

う
へ
る
ハ
女
に
て
'
陰
の
物
や
し
な
ひ
そ
た
つ
る
に
陰
を
以

て
す
｡
稲
の
陰
草
な
る
事
如
斯
｡
易
ハ
諸
こ
し
の
帝
王
伏
義

氏
初
て
乾
先
離
震
巽
炊
艮
坤
の
八
の
卦
を
な
し
'

一
切
寓
物

の
理
是
に
も
る
ゝ
事
な
し
｡
今
共
理
を
以
考
ふ
る
に
'
稲
麦

陰
陽
の
物
農
の
根
本
な
る
を
以
て
､
生
熟
の
時
右
の
こ
と
-

卦
史
に
か
な
ひ
て
有
難
き
事
な
り
｡
麦

ハ
本
よ
り
あ
か
ら

･､､'
稲
は
穂
よ
り
赤
ら
む
は
､
天
地
陰
陽
自
然
の
道
理
な

り
｡
凡
五
穀
其
外
蔦
の
野
菜
に
至
る
ま
て
､
天
地
人
三
才
の

力
を
得
て
成
熟
す
る
な
り
｡
周
天
の
数
三
百
六
十
五
度
四
分

り
耕
作
の
令
郎
斬

り
に
行
ハ
れ
,
加
配
酎
&

(崇

川
ハ
)
ひ

ら
け
覇

ti3
八㍍

)
の
地
な
-
耕
作
の
道
盛
な
｡
｡
さ
れ
ハ
諸

キ
ソヤウ
サウ
ワウ

作
多
き
中
に
分
け
麦
稲
の
両
種
は

陰

陽

相

応

の

草
に
て
五
穀

ヲサ

ノウ
コウ

の
中
の
長
な
り
｡
両
種
の
成
熟
を
考
ふ
る
に
十
月
農
功

へり
琵

f
)
終
り
て
諸
作
取
収
､
う
1
る
も
の
あ
ら
さ
る
に
､

nウ
キ

キサス

此
月
麦
を
蒔
人
事
陽
気

地
中
に

新

改

な
り
'
十

一
月
中
冬

チ
ヲイ
フク

至
地
雷
復
の
時

一
陽
初
て
地
上
に
起
り
初
る
頃
､
麦
ひ
と
り

チ
タクり
ソ

チ
テ
ソタイ

ライ

生
出
､
十
二
月
地
沢
臨
二
陽
'
正
月
地
天
泰
三
陽
､
二
月
雷

テ
ソタイ
サウ

タクテ
ソク
ワイ

天
大
社
四
陽
､
三
月
沢
天
央

五
陽
､
如
此
段
々
陽
気
に
つ

ケ
ソ
チ
テ
ソ

れ
て
成
長
し
､
四
月
乾
為
天
の
時
陽
極
て
熟
し
､
其
地
乾
け

ソ〆
チ

る
は
陽
な
り
'
又
蒔
う
ゆ
る
ハ
男
に
て
陽
の
物

青

や

し
な

ふ
に
陽
を
以
て
す
'
麦
の
陽
草
た
る
事
斯
の
こ
と
-
､
都
て

ヲサム

草
木
と
も
春
生
し
て
秋

収

ル

に
､
麦
は
か
り
夏
四
月
収
る

に
よ
り
て
四
月
の
異
名
を
麦
秋
と
も
い
へ
り
､
稲
は
五
月
中

テ
ソフウ
コウ

テ
ソサ
ソ,iソ

夏
至
天
風
垢
の
時

一
陰
初
て
来
て
苗
を
移
し
'
六
月
天

山

遊

テ
ソ
チ
ヒ

7ウチク
ワソ

サ
ソ
チ

二
陰
､
七
月

天

地

否

三
陰
､
八
月

風

地

観

四

陰
､
九
月

山

地

ハク
剥
五
陰
､
斯
の
こ
と
く
月
毎
に
1
陰
ツ
1

地
下
よ
り
上
る
に

コソ
ヰ
チ

随
つ
て
生
立
'
十
月

坤

為

地

の
時
陰
極
り
て
実
の
る
､
其
水

田
の
坤
な
る
は
陰
な
り
､
と
り
う
へ
る
ハ
女
に
て
陰
の
物
や

(5
)
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度
の
一
に
て
､
日
輪

ハ
昼
ハ
上
を
め
く
り
'
夜
は
地
下
を
め

-
り
て
健
々
と
し
て
無
息
時
､
地
是
に
し
た
か
ひ
､
五
行
の

気
内
に
め
-
り
て
､
少
も
不
息
し
て
万
物
の
生
育
す
る
な

り
｡
然
る
に
天
地
と
徳
を

一
に
す
る
人
と
し
て
其
業
を
励
さ

ら
ん
や
'
五
穀
の
種
を
う
1
る
は
人
な
り
､
生
育
す
る
ハ
天

地
の
生
々
な
り
｡
然
と
も
種
を
お
ろ
す
は
か
り
に
て
､
人
転

耕
肥
し
せ
き

(れ
ハ
)
不
熟
た
る
な
り
C
天
地
の
徳
と
人
の

力
と
合
さ
れ
ハ
出
来
ぬ
な
り
｡
天
地
の
生
々
ハ
一
時
も
絶
間

な
し
｡
人
不
動
故
に
不
熟
多
し
｡
人
は
子
の
刻
よ
り
寅
の
刻

ま
で
臥
休
む
も
の
な
れ
ハ
何
ほ
と
働
て
も
天
地
に
ほ
お
よ
は

ぬ
な
り
｡
何
れ
も
此
道
理
を
能
々
合
点
し
て
昼
夜
怠
な
-
勤

へ
し
｡
農
す
ほ
か
ゝ
る
尊
き
事
な
れ
は
'
腰
し
き
下
司
わ
さ

な
と
1
蕗
お
も
ふ
へ
か
ら
す
｡
髪
に
虞
嶋
郡
東
萱
部
村
石
賀

清
教

(伯
州
日
野
郡
香
田
氏
産
也
)
天
資
無
病
堅
固
篤
実
に
し
て

農
術
を
好
ミ
､
田
畑
を
開
発
し
､
土
地
相
応
の
種
植
の
道
を

能
弁

へ
'
農
具
を
撰
ミ
照
降
を
考
へ
､
誠
に
撃

1
種
六
を
尽

し
､
天
命
に
率
ひ
'
朝
に
は
星
を
戴
て
起
'
夜
半
に
寝
'
九

夏
三
伏
の
炎
天
を
不
厭
､
玄
冬
素
雪
の
寒
を
凌
き
'
無
間
断

其
業
に
催
す
｡
然
る
に
近
年
畑
田
開
発
の
心
魁
有
之
と
い
へ

(6
)

し
な
ひ
そ
た
つ
る
に
陰
を
以
て
す
､
稲
の
陰
草
た
る
車
知

ユキ

フツ
キ
ン

ケ
ン
グ
リ
シ
ンリ
ンカ
ン
rlン

斯
､
易

ハ

も
ろ
こ
し
の
帝
王

伏

義

民

初
て

乾

免

離

震

巽

妖

艮

ケ
ソ

ク
ワ

坤
の
八
の
卦
を
な
し
'

一
切
寓
物
の
埋
是
に
も
る
ゝ

事
な

し
｡
今
其
理
を
以
て
考
ふ
る
に
稲
麦
陰
陽
の
物
農
の
根
本
な

ク
ハコク

る
を
以
て
生
熟
の
時
右
の
こ
と
く
卦
史
に
か
な
ひ
て
有
難
き

ユ
エ
ソ

セ
ソバ
ウ

こ
と
な
れ
と
も
､
農
家
其
所
以
を
し
ら
す
'
た
ゝ
占
法
の
こ

ツヤウ
テウ

と
の
ミ
覚
へ
陰
陽

消

長

の

理
を
明
ら
か
に
し
､
耕
作
の
道

も
此
理
に
か
な
ひ
た
る
事
を
弁
へ
さ
る
に
よ
り
､
麦
稲
お
ひ

ク
ハrlク

た
ち
お
さ
ま
り
の
時
を

卦

史

に

あ
ら
ハ
し
て
農
業
の
大
切
な

カり
シ
ユン

ネ
そ･L

る
事
を
し
ら
し
む
る
な
り
｡
麦
の

刈

旬

赤

ら
む
を
事
根

本

よ
り
色
付
て
穂

ハ
後
に
赤
ら
む
な
り
｡
是

ハ
陽
気
上
ル
に
し

ムギ
ハラ
ネ
モJ･

ウ
レ

た
か
ひ

桶

根

本

よ

り

熟

る

な
り
｡
稲
の
色
付
事

ハ
穂
よ
り

ウ
レ

赤
ら
,,,､
葉

ハ
次
に
黄
は
､､､､
藁
後
に
熟
る
｡
是
ハ
八
九
月

ヒヤ
､カ

に
な
れ
ハ
陰
気
盛
に
し
て

冷

な
る
気
を
詰
る
に
よ
り
穂
よ

り
赤
ら
む
｡
右
陰
陽
の
理
を
能
々
考
ふ
へ
し
｡
凡
五
穀
其
外

ヤ
サイ

セイ
ン
ユク

方
の
野
菜
に
至
る
ま
て
天
地
人
三
才
の
力
を
得
て
成
熟

す

る
な
り
｡
周
天
の
数
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
に
て
'
日

ケ
ソ

輪

ハ
昼

ハ
上
を
め
く
り
夜

ハ
地
下
を
め
く
り
て
健
々
と
し
て

17 7

ヤ
ムト
キ

無

息

時

'

地
是
に
し
た
か
ひ
五
行
の
気
内
に
め
く
り
て
少
も



76

と
も
､
当
村
の
儀

ハ
水
上
近
-
累
年
用
水
無
数
､
早
魅
の
年

ハ
古
田
す
ら
動

ハ
水
不
足
し
て
作
物
不
熟
多
し
｡
さ
る
に
よ

っ
て
､
い
ぬ
る
未
の
春
堤
普
請
を

ス
リン

フ･.,ツキ
ミ
コ
ト
/
リ
h
テ
ィ
ヮ
ク

サ

人
皇
十
代
崇

神

天

皇
六
十

二
年
秋

七

月

詔

日

､

今
河
内
狭

ヤ
マ
ハ
こ
タ

スク
ナ
ク

サ
ワ
エ
ホリ

イ
ケ
ノウ
チ
ッ
チ

テ
ヒ
hメ

ナ
リ
ワイ
ヲ

山

植

田

水

少

､

是
以

其

多

閑

海

幕

1
.
以

寛

l民

業

1

I

一

l

カミ
ナ
ツキ

rrlサ
･･rノイ
ケテ

カ-
サ
カ
ソ-
オ
リ
ヲ

冬

十

月

造

二

依

網

池

1
'
十

方

作
1苅

坂

反

折

池

二

ハ
十

1
代

スイ
ニソ

ナカ
ツキ

ク
カ
ツノ

チ
タ
ノイ
ケ

垂

仁

天

皇
三
十
五
年
秋
九

月

河

内
国
作
1高

石

池

茅

淳

池

l
'
冬

･R･J,ナ
γキ

ワ
サ
キ
ノ

ヒ
ト
･～

コ
ト
シ
ノリ
コチ
メ

タ
こ
く

サ
ハ二

十

月

作

1倭
狭

域

池

及

迩

見

地

1
'
是

歳

令

1
諸

国

､

多

II

.

/

/

;

I
I

1

ホ
ラ
シム
ハ

ケウ
ナ
ナ
ヲ

カ
スヤオ
チ
7
マリ

チ

ナリ
ワイ
ヲ
ス
ワサ
ト

テ

r]レテ
､

開

l地

溝

1
'
数

八

百

也
､
以

レ

農

為

レ

事

､
困

レ

是

百

プタカラ
･L･～ユタ
カ

7
メ
ノ
ックタ
イ
ラ
カ
ナリ

ク

ノ
テ

姓

富

寛

'

天

下

大

平

也

(日
本
書
記
見

エ
ク
リ
)
如

レ

是

有

】

ノ
ナリ
ワイ
ノ

ケウ
ナ
チ
ヲ
ホリ
ク
マウ
ノ
ntイ
キ
ル
/

勅
令

1
.
為
頂

業

1
'
池

清

閑

玉

事

著

明

･

発
起
し

て
勝
山
供
え
奉
麟
た
れ

ハ
､
御
見
分
の
上
堤
修
固
す

へ
き
旨
命
を
蒙
り
､
究
意
の
地
を
撰
ミ
'
数
多
の
人
歩
を
集

め
､
若
干
の
入
用
に
て
数
日
土
砂
を
運
ひ
､
自
身
に
も
粉
骨

細
身
し
て
荷
ひ
け
れ
ハ
､
諸
人
歩
是
に
励
さ
れ
て
勢
力
を
尽

し
､
汗
水
に
成
て
働
け
る
は
と
に
'
其
功
空
し
か
ら
す
し
て

秋
の
末
に
至
り
堤
全
-
成
就
し
､
水
湛
て
濫
満
た
る
湖
水
に

異
ら
す
｡
心
な
き
身
に
も
琵
琶
湖
の
有
さ
ま
を
思
ひ
出
ら

れ
､
湖
面
腹
膜
と
し
て
遥
か
に
飛
ふ
か
も
め
千
鳥
､
宛
画
な

不i
息
し
て
寓
物
を
生
育

("
㍗

)
す
る
な
り
O
然
る
に
天
地

ハ〆
マ

と
徳
を

I
に
す
る
人
と
し
て
其
業
を

励

さ

ら
ん
や
､
五
穀

の
種
を
う
ゝ
る

ハ
人
な
り
'
生
育
す
る

ハ
天
地
の
生
々
な

タガ
ヘシタ
サキ
リ
コヤ

り
｡
然
と
も
種
を
お
ろ
す
は
か
り
に
て
人

耕

転

肥

し

さ

7
シ
ユク

れ

ハ
不
熟

す
る
な
り
｡
天
地
の
徳
と
人
の
力
と
合
さ
れ

ハ

出
来
ぬ
な
り
.
天
地
の
生
々
ハ
l
時
も
絶
間
な
し
｡
人
不
動

故
に
不
熟
多
し
｡
人

ハ
子
の
刻
よ
り
寅
の
刻
ま
て
臥
休
む
も

の
な
れ
は
､
何
は
と
働
て
も
天
地
に
は
お
よ
ハ
ぬ
な
り
｡
さ

れ
は
此
道
理
を
能
々
合
点
し
て
怠
り
な
く
勤
む
へ
し
｡
さ
す

一

れ

ハ
天
地
の
恵
ミ
に
て
水
損
あ
る
年
も
早
損
あ
る
年
に
て

176

ち
,
人
の
田
よ
り
ハ
我
田
ハ
よ
-
熟
し
て
取
入
る
な
｡
｡
此

l

理

ハ
農
に
限
ら
す
万
事
に
心
得
あ
る
へ
し
｡
皆
勤
慎
な
り
｡

-
ヤ
サ
キ
7
ソ
テ
イ
ヲ
ウ

一
農
業
全
書
は
元
禄
の
む
か
し
筑
前

宮

崎

安

貞

翁

､

四

十
余
年
農
民
を
友
と
し
て
み
つ
か
ら
心
力
を
尽
し
手

足
を
労

シ
ユ
チ

ヨ
ク

し
て
農
事
を
い
と
な
ミ

種

権

の

道
に
委
し
く
､

以
下
省
略
｡

一
五

一
～
一
八
〇
ペ
ー
ジ

(7
)
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せ
る
か
こ
と
-
､
西
南

ハ
崇
々
た
る
山
林
松
柏
い
や
深
く
生

ひ
繁
り
､
東
北
に
は
茅
部
野
て
ふ
勝
景
を
面
下
に
見
晴
し
､

其
気
色
宵
然
と
し
て
広
き
事
む
さ
し
野
の
逃
水
も
斯
や
と
思

ふ
斗
成
け
ら
し
､
時
に
お
ゝ
け
な
-
も
国
君
よ
り
清
教
か
い

さ
を
ゝ
称
し
給
ひ
'
冥
加
至
極
面
目
を
は
と
こ
し
け
る
｡
さ

れ
ハ
日
を
つ
ミ
月
を
歴
て
農
功
な
れ
､
衣
食
乏
し
か
ら
さ
る

は
'
偏
稼
穂
を
服
勤
せ
し
誠
心
天
地
の
道
に
も
か
な
ひ
け
る

に
や
｡
鳴
呼
大
哉
農
の
徳
万
代
不
易
信
す
へ
し
｡
尊
む
へ
き

も
の
な
り
｡

右

ハ
此
ほ
と
は
る
の
つ
れ
-

な
る
ま
ゝ
に
清
教
の
成
功

を
恐
し
'
つ
た
な
き
言
の
菓
を
の
へ
'
農
業
子
孫
養
育
草

と
な
つ
け
､
ろ
む
の
よ
し
あ
し
を
弁

へ
た
る
人
に
見
せ
は

や
と
思
ふ
に
は
あ
ら
す
､
只
希
く
ハ
清
教
志
節
功
労
を
も

て
子
孫
に
き
ち
を
与
し
大
恩
を
恐
悦
し
て
'
農
事
怠
り
な

-
家
業
如
成
先
祖
大
菩
薩
と
信
仰
せ
は
'
青
草
は
ひ
こ
り

て
､
ひ
こ
は
へ
の
ひ
こ
孫
､
亀
の
孫
亀
の
孫
ま
て
幾
代
相

続
せ
よ
か
し
と
思
ふ
の
み

穴
賢
々
々

1 7 5

千
時
文
政
七
申
年
春
三
月

徳
山
敬
猛
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六
十
三
歳

農
業
農
事
農
業

農
功
農
術
農
業

ひ
さ
か
た
の
天
の
狭
田
あ
め
の
長
田
に
五
ツ
の
た
な
つ
も

の
ゝ
種
を
う
ゑ
し
め
た
ま
ひ
し
ょ
り
'
歳
々
に
秋
の
た
り
穂

の
ゆ
た
か
に
,,､
の
り
て
'
蒼
生
の
や
す
-
穏
に
す
め
る
も
皆

た
な
つ
も
の
1
恵
に
L
も
あ
れ
は
'
古
よ
り
伝
る
道
の
お
お

う
ろゝわさ

か
ん
め
る
中
-

に
'
す
く
れ
て
尊
ふ
と
き
は
な

り

は

ひ

の

道
に
な
も
あ
り
け
る
｡
こ
ゝ
に
茅
部
の
さ
と
人
石
賀
清
教
主

ハ
常
に
な
り
わ
ひ
を
こ
の
ま
し
て
､
浅
茅
生
ふ
る
広
き
荒
野

を
う
ち
ひ
ら
き
て
い
く
は
く
の
田
と
な
し
､
あ
る
ハ
ま
か
せ

や
る
水
乏
し
き
と
て
､
よ
ほ
ろ
の
人
を
あ
ま
た
め
し
つ
か
ひ

て
新
に
う
な
て
を
は
り
て
'
朝
よ
ひ
に
其
つ
と
め
を
は
け
ま

さ
れ
た
る
こ
ゝ
ろ
は
え
を
は
め
ま
ひ
ら
せ
て
､
徳
山
の
大
人

此
ひ
と
巻
を
書
あ
ら

ハ
し
て
青
草
と
な
つ
け
送
ら
れ
た
る

も
､
浅
か
ら
ぬ
ゆ
か
り
あ
る
家
に
し
あ
れ
は
'
猶
行
す
え
も

永
-
ひ
さ
し
-
栄
へ
か
し
と
こ
ひ
ね
か
ハ
る
1
大
人
の
､
ま

め
や
か
な
る
こ
ゝ
ろ
さ
し
な
り
き
｡
こ
た
ひ
や
つ
か
れ
に
お

-
書
せ
よ
と
も
と
め
ら
る
1
に
ま
か
せ
て
､
愚
か
な
る
筆
を

千
早
ふ
る
神
代
に
ハ
天
の
邑
君
を
さ
た
め
た
ま
ひ
て
､
穀
も

の
1

種
を
狭
田
長
田
に
う
ゑ
し
め
た
ま
ひ
し
よ
り
､
代
々
生

ひ
は
ひ
こ
り
て
芦
原
の
中
津
洲
も
安
国
と
ゆ
た
か
に
焼
ひ

て
'
外
ツ
国
に
す
く
れ
て
め
て
た
き
大
御
国
と
そ
な
れ
り
け

る
｡
し
か
あ
る
を
今
の
世
と
な
り
て
ハ
田
作
る
こ
と
は
膿
の

男
の
業
と
な
ん
お
も
ひ
あ
や
ま
れ
る
人
も
さ
ハ
あ
れ
と
､
久

か
た
の
天
か
下
の
泰
平
な
る
も
国
家
の
安
-
穏
な
る
も
､
み

な
多
那
津
も
の
1

み
の
り
ゆ
た
け
き
恵
ミ
よ
り
そ
お
こ
り
た

る
こ
と
に
し
あ
れ
は
､
世
の
中
の
人
こ
と
わ
き
し
け
き
な
か

に
も
'
殊
に
た
ふ
と
き

ハ
こ
の
農
の
み
ち
に
な
ん
あ
り
け

る
｡
さ
き
に
つ
く
し
の
国
人
宮
崎
安
貞
､
貝
原
篤
信
大
人
の

も
の
し
お
か
れ
し
ふ
ミ
に
も
､
春
の
田
の
耕
よ
り
秋
の
田
の

か
り
穂
を
塵
に
と
り
納
る
ま
て
を
､
つ
は
ら
に
か
き
あ
ら
ハ

せ
る
と
い
へ
と
も
､
英
国
所
に
よ
り
て
さ
む
さ
と
あ
た
ゝ

か

さ
の
け
ち
め
も
い
さ
さ
か
あ
れ
ハ
'
天
か
下
を

一
筋
に
も
論

ひ
か
た
-
と
な
ん
あ
り
け
る
｡
此
む
ね
を
徳
山
敬
猛
主
ふ
か

(9
)

174



徳山敬猛 『農業子孫養育草控』(文政七年)とその成立 173

添
へ
は
り
ぬ
｡
か
-
い
ふ
ハ
福
田
の
官
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
藤

は
ら
の
し
け
ゆ
き
｡

(
10
)

-
か
ん
か
へ
て
､
年
こ
ろ
農
の
道
に
こ
こ
ろ
を
つ
く
し
身
を

は
た
ら
か
し
め
て
､
こ
の
さ
と
に
よ
-
叶
ひ
て
あ
き
の
実
の

り
の
助
と
な
る
へ
き
す
へ
を
､
み
つ
か
ら
こ
こ
ろ
み
し
り
て

其
お
も
む
き
を
ね
む
こ
ろ
に
書
あ
つ
め
て
､
子
孫
養
育
草
と

な
ん
号
て
永
-
伝
て
農
に
幸
を
得
ん
こ
と
を
は
か
ら
れ
け
る

ハ
'
い
と
し
も
ま
め
や
か
な
る
こ
こ
ろ
は
へ
に
な
ん
あ
り
け

る
｡
此
ふ
み
す
ら
子
孫
の
八
十
連
属
ま
て
も
は
ら
に
守
ら
ひ

て
農
の
ミ
ち
常
に
つ
と
め
動
る
も
の
に
し
あ
ら
ハ
､

一
粒
の

種
よ
り
千
稲
五
百
稲
の
お
ひ
た
ち
し
け
り
て
､
と
し
毎
に
幸

を
得
て
朝
な
ゆ
ふ
な
に
飯
炊
-
個
も
あ
っ
-
た
ち
つ
ゝ
き

て
､
新
巣
の
凝
個
の
八
束
た
る
ま
て
家
と
み
さ
か
え
な
む
こ

と
し
る
-
そ
あ
り
け
る
｡
お
の
れ
敬
猛
の
ち
か
き
友
か
き
な

れ
は
其
ゆ
へ
を

t
件
か
き
添
へ
て
よ
と
も
と
め
ら
る
1
に
ま

か
せ
て
'
い
な
ふ
ね
の
い
な
と
も
い
は
す
'
お
ろ
か
な
る
筆

を
取
る
｡
文
政
十
と
世
と
い
ふ
と
し
の
し
は
す
中
の
四
日
の

日
｡
か
-
い
ふ
ハ
福
田
の
官
に
つ
か
へ
ま
つ
る
藤
ほ
ら
の
重

行
｡
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三

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
成
立

日

早
川
正
紀
著

『久
世
侯
教
』
(寛
政
十

一
年
)
か
ら
の
引
用

こ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
は
内
容
的
に
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
｡

一
つ
は
､
｢そ
れ
農
業
は
国
家
の
大
本
な
り
｣
と
い
う
冒

頭
の
セ
ン
テ
ン
ス
か
ら

｢農
は
か
か
る
尊
き
事
な
れ
は
､
賎
し
き
下
司
わ
き
な
と
と
露
お
も
ふ
へ
か
ら
す
｣
と
い
う
セ
ン
テ
ン
ス

ま
で
の
'

7
般
的
な
農
論
の
部
分
で
あ
る
｡
二
つ
は
､
｢愛
に
展
覧
郡
東
茅
部
村
石
賀
清
教
-
-
｣
か
ら
最
後
ま
で
で
､
石
賀
清
教

の
治
績
を
記
す
部
分
で
あ
る
｡

(2
)

こ
の
書
が
作
成
さ
れ
た
頃
､
こ
の
地
で
は
早
川
正
妃
著
の

『
久
世
候
教
』

(寛
政
十

一
年
)
な
る
書
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
｡

こ
の
書
物
は
広
-
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の

『久
世
候
教
』
は
､
勧
農
桑
'
敦
孝
弟
､
息
争
訟
､
尚
節
倹
'
完
賦

一

税
､
禁
洗
子
､
厚
風
俗
,
そ
れ
に
備
中
笠
岡
の
小
寺
清
先
に
よ
る
久
世
侯
教
序
か
ら
な
る
が
,
そ
の
冒
頭
の
勧
農
桑
の
箇
所
は
つ

172

ぎ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
D

i

勧
農
桑

一
､
夫
農
業
こ
か
ひ
の
わ
ざ
は
国
家
の
大
本
也
､
神
代
の
む
か
し
天
照
大
御
神
み
づ
か
ら
神
衣
を
織
給
ふ
｡
然
れ
ば
大
神
さ
へ
か
-
の
ご
と

-
な
れ
ば
､
ま
し
て
下
々
の
人
か
し
の
間
も
お
こ
た
る
ぺ
け
ん
や
｡
歌
に
も

｢い
た
づ
ら
に
世
に
な
す
さ
み
そ
､
は
た
と
の
神
さ
へ
み
そ

を
お
る
と
閲
に
も
｣

御
田
作
の
事
も
又
御
世
話
な
さ
れ
し
事
あ
り
｡
如
此
の
事
を
かゞ

み
と
し
て
は
た
ら
き
つ
と
む
べ
し
｡
も
ろ
こ
し

に
も
天
子
自
籍
田
を
耕
給
ひ
民
の
力
さ
か
り
て
耕
を
籍
EBと
い
ふ
､
王
は
l
挟
､
公
は
三
探
､
卿
は
九
挟
､
太
夫
は
二
十
七
探
'
庶
人
は
千
畝
を
終

と
や

周
礼
T鍔
は
冬
田
を
王
自
菜
を
持
1度
起
返
さ
せ
給
ふ
､
終
に
は
い
づ
れ
も
推
漠
の
数
終
り
て
其
跡
を
百
姓
請
取
作
る
也
'
こ
と
ぐ
.上
天
子
よ
り
農
を
尊
び
給
ひ
､
明
星
に

九
重
あ
る
も
井
田
の
制
を
以
て
鳥
之
と
也
｡

r･(
セイ

故
に
漢
の
文
帝
先
生
の
法
に
し
た
か
ひ
､
み
づ
か
ら
天
下
の
農
夫
に
先
だ
ち
て
作
り
給
へ
る
も
の
を
も
ち
て
'
天
地
神
明
の
粟
盛
に
供
給

(‖
)
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(
12

)

ふ
｡
皇
后
も
み
づ
か
ら
蚕
桑
を
以
祭
の
服
を
繰
て
奉
り
給
ふ
O
わ
が
朝
､
人
皇
十
代
崇
神
天
皇
の
十
二
年
九
月
始
校

1人
民
1更
科

1調
役

II

I

.

と
あ
り
､
又
三
十
四
代
推
古
天
皇
二
年
春
二
月
､
聖
徳
太
子
奏
聞
有
て
､
国
々
へ
勅
使
を
下
さ
れ
､
百
姓
に
蒔
仕
付
の
時
節
土
地
相
応
す

る
物
並
に
作
り
た
て
様
を
教
へ
さ
せ
給
ふ
｡
三
十
七
代
孝
徳
天
皇
紀
に
､
町
段
の
数
租
庸
調
の
こ
と
詔
有
て
'
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
御

字
､
大
臣
吉
備
公
勅
宝
を
奉
じ
､
麦
は
乏
を
す
-
ふ
穀
の
最
も
よ
き
も
の
な
り
と
て
､
天
下
の
百
姓
に
大
小
の
麦
を
挿
さ
せ
ら
れ
た
り
､

其
後
耕
し
種
る
と
い
ヘ
ビ
も
'
蒔
う
え
の
時
を
失
ひ
'
み
の
り
よ
か
ら
ず
'
歪
に
お
ゐ
て
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
の
御
字
､
弘
仁
十

1
年
藤

原
冬
嗣
公
勅
宜
を
う
け
て
､
播
種
の
時
後
れ
ざ
る
や
う
を
告
示
さ
せ
給
う
0
日
本
後
記
に
早
見
た
り
是
よ
り
耕
作
の
令
制
頻
に
行
は
れ
､
山
沢

原
野
替
-

ひ
ら
け
'
荒
亡
の
地
な
く
､
耕
作
の
道
日
に
盛
な
り
､
か
ゝ
る
尊
き
事
な
れ
ば
'
農
桑
を
下
司
わ
ざ
な
ど
露
お
も
ふ
べ
か
ら

ず
｡

さ
れ
ば
諸
作
の
多
き
中
に
分
け
麦
稲
の
両
種
は
､
陰
陽
相
応
の
草
に
て
'
又
穀
の
中
の
長
た
り
､
是
を
以
て
両
種
の
成
熟
を
考
ふ
る
に
十

月
農
功
終
り
詩
作
取
収
ら
る
ゝ

も
の
あ
ら
ざ
る
に
､
此
月
麦
を
蒔
人
事
は
陽
気
地
中
に
萌
故
な
り
｡
十

一
月
の
中
'
冬
至
≡
≡
地
雷
復
の

時
'

一
陽
初
て
地
上
に
起
り
初
る
頃
､
麦
ひ
と
り
生
出
｡
十
二
月
≡
≡
地
沢
二
陽
｡
正
月
‖≡
ニ
地
天
泰
三
陽
､
二
月
≡

二
宮
天
代
壮
四
陽
､

三
月
≡
≡
沢
天
決
五
陽
､
如
此
段
々
陽
気
に
つ
れ
て
成
長
し
〇
四
月
≡
≡
乾
満
天
の
時
陽
極
り
て
熟
し
其
地
､
乾
け
る
は
陽
な
り
.
此
時

う
ゝ
る
は
男
に
て
陽
の
物
青
や
し
な
ふ
に
陽
を
以
て
す
｡
麦
の
陽
草
た
る
事
か
-
の
如
し
.
都
て
草
木
と
も
春
生
し
て
秋
収
る
な
り
｡
麦

は
か
り
夏
四
月
収
る
に
よ
り
て
､
四
月
の
異
名
は
麦
秋
と
も
い
へ
り
｡
稲
は
五
月
中
夏
至
≡
≡
天
風
垢
の
時

一
陰
初
て
来
て
苗
を
移
し
'

六
月
≡
≡
天
山
遊
二
陰
､
七
月
≡
≡
天
地
否
三
陰
､
八
月
≡
≡
風
地
観
四
陰
'
九
月
≡
≡
山
地
剥
五
陰
'
か
-
の
如
-
月
毎
に
一
陰
つ
ゝ

地
下
よ
り
上
る
に
随
て
生
立
､
十
月
≡
≡
坤
為
地
の
時
陰
極
り
て
実
の
る
｡
其
水
田
の
坤
な
る
は
陰
な
り
o
と
り
う
つ
る
は
女
に
て
陰
の

物
や
し
な
ひ
そ
だ
つ
る
に
陰
を
以
す
｡
稲
の
陰
草
た
る
こ
と
如
斯
'
易
は
も
ろ
こ
し
の
帝
王
伏
義
民
'
初
て
≡
乾
≡
免
≡
離
≡
震
≡
巽
≡

艮
≡
坤
の
八
の
卦
を
な
し
｡
一
切
寓
物
の
理
是
に
も
る
ゝ
事
な
し
､
今
其
理
を
以
考
ふ
る
に
､
麦
は
陽
の
物
､
稲
は
陰
の
物
､
農
の
根
本
な

る
を
以
て
此
両
種
の
生
立
み
の
る
時
'
右
の
こ
と
-

卦
史
に
か
な
ひ
て
有
難
き
こ
と
な
れ
ど
も
農
家
其
所
以
を
し
ら
ず
｡
た
ゝ

占
法
の

17 1
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こ
と
の
み
覚
へ
'
陰
陽
消
長
の
理
を
明
ら
か
に
し
耕
作
の
道
も
此
理
に
か
な
ひ
た
る
事
を
弁
へ
ざ
る
に
よ
り
､
右
の
こ
と
く
麦
稲
お
ひ
た

ち
お
さ
ま
り
の
時
を
卦
史
に
あ
ら
は
し
て
農
業
の
大
切
な
る
事
を
知
ら
し
む
る
な
り
｡
麦
の
刈
旬
赤
ら
む
事
､
根
本
よ
り
色
付
て
穂
は
後

むき
はら

に
赤
ら
む
な
り
｡
是
は
四
月
純
陽
に
て
陽
気
上
に
き
は
ま
る
ゆ
へ
､
胃

根

本
よ
り
あ
か
ら
み
､
穂
の
青
交
り
な
る
を
'
刈
旬
と
し
て
刈

は
実
入
能
し
て
取
実
多
く
稲
蒔
付
に
も
手
廻
し
ょ
し
｡
稲
の
色
付
事
は
穂
に
よ
り
赤
ら
み
て
､
葉
は
次
に
黄
ば
み
､
藁
後
に
赤
ら
む
､
是

は
秋
八
月
九
月
の
頃
は
次
第
に
陰
気
盛
に
し
て
露
浩
で
霜
と
な
り
冷
な
る
気
を
誇
る
に
よ
り
'
穂
よ
り
赤
ら
む
也
｡
依
て
葉
色
黄
ば
み
､

本
藁
の
青
き
内
刈
取
事
稲
の
刈
旬
也
｡
凡
五
穀
其
外
､
寓
の
野
菜
に
至
る
ま
で
､
天
地
人
三
才
の
力
を
得
て
成
熟
す
る
也
｡
周
天
の
数
､
三

塁

ハ
十
五
度
四
分
度
の
一
に
し
て
､
日
輪
は
昼
は
上
を
め
ぐ
り
'
夜
は
地
下
を
め
ぐ
｡
て
､
健
〝
と
し
て
無

l息
時
二

地
是
に
し
た
が

ひ
､
五
行
の
気
内
に
め
ぐ
り
て
'
少
も
不
息
し
て
寓
物
の
生
育
す
る
也
｡
然
る
に
そ
の
天
地
と
徳
を

一
に
す
る
人
と
し
て
其
業
を
励
ま
ざ

ら
ん
や
｡
五
数
の
巷
を
う
ゝ
る
人
な
り
O
生
育
す
る
は
天
地
の
生
々
也
｡
然
ど
も
種
を
お
ろ
す
ば
か
り
に
て
､
人
転
り
耕
し
肥
し
せ
ざ
れ

は
実
不
熱
'
天
地
の
徳
と
人
の
力
と
合
ざ
れ
ば
出
来
ぬ
な
り
｡
天
地
の
生
々
は

t
時
も
絶
間
な
L
c
人
不
動
故
に
不
熟
す
る
也
D
人
は
子

の
刻
よ
り
寅
の
刻
ま
で
臥
休
む
も
の
な
れ
ば
､
何
ほ
ど
働
て
も
と
て
も
天
地
に
は
お
よ
ば
ぬ
也
｡
さ
れ
ど
こ
の
道
理
を
合
点
し
て
怠
な
く

昼
夜
勤
む
べ
し
｡
さ
す
れ
ば
天
地
の
恵
み
に
て
水
損
あ
る
年
に
て
も
早
損
あ
る
年
に
て
も
人
の
田
よ
り
は
我
田
は
よ
-
熟
し
て
取
入
る

也
｡
是
理
は
能
に
不
限
､
工
藤
共
に
同
し
道
理
な
り
｡

蚕
桑
の
業
を
勧
め
ん
た
め
先
の
年
桑
苗
を
穂
さ
せ
て
桑
茂
り
た
ら
ば
蚕
を
か
は
し
め
ん
と
お
も
ひ
し
に
､
其
後
は
つ
ら
-

考
ふ
る
に
､

こ
の
美
作
は
あ
し
き
な
ら
ひ
に
て
､
赤
子
を
間
引
事
あ
り
'
故
に
人
数
不
足
し
て
田
畑
荒
地
あ
る
程
な
れ
ば
､
蚕
を
か
ふ
ま
で
に
は
人
の

手
足
ら
ざ
る
事
と
覚
ゆ
'
近
近
来
赤
子
間
引
や
み
た
れ
は
'
凡
二
十
年
の
う
ち
に
は
人
数
ま
し
､
手
余
荒
地
も
起
返
す
べ
し
｡
そ
の
節
に

至
り
な
ほ
桑
も
大
に
茂
る
ぺ
け
れ
ば
､
蚕
の
業
を
勤
む
べ
し
｡
海
な
き
国
に
は
蚕
の
業
を
勤
る
事
む
か
し
ょ
り
の
教
え
也
t
か
な
ら
ず
捨

べ
か
ら
ず
｡

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
､
『農
業
子
孫
養
育
草
』
の
補
注
箇
所
は
'
こ
の
早
川
正
妃
著

『久
世
候
教
』

の
勧
農
桑
か
ら
の
大
幅

(13
)
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(14
)

な
引
用
で
あ
る
｡

こ
の
川
上
村
の
位
置
す
る
美
作
国
山
中
地
域
は
津
山
藩

一
〇
万
石
の
領
地
の
内
に
あ
っ
た
が
､

一
七
二
七

(享
保

二

〇

年
に

津
山
藩
が
五
万
石
を
上
知
し
た
こ
と
に
よ
り
幕
府
領
と
な
っ
た
｡
そ
の
時
に
久
世
代
官
所
が
幕
府
領
の
支
配
所
と
し
て
大
庭
郡
久

(3)

世
村
に
設
置
さ
れ
た

(
l
八
1
七

[文
化

1
四
]
年
'
津
山
藩
が

1
0
万
石
に
復
し
た
の
に
と
も
な
い
廃
止
と
な
っ
た
)
O
早
川

正
妃

二

七
三
九

[元
文
四
]
～
一
八
〇
八

[文
化
五
]
年
)
､
通
称
伊
兵
衛
､
後
に
八
郎
左
衛
門
は
､
一
七
八
七

(天
明
七
)
午

か
ら

一
八
〇
一
(享
和
元
)
年
の
間
､
こ
の
久
世
代
官
所
の
代
官
で
あ
っ
た
｡
こ
の
間
､
着
任
の
翌
年
か
ら
備
中
の
笠
岡

･
倉
敷

の
代
官
を
相
役
で
､
そ
し
て
や
が
て
笠
岡
の
代
官
を
単
独
で
兼
帯
し
た
｡

一
八
〇
一
(享
和
元
)
年
五
月
に
武
蔵
の
久
喜

一
〇
万

石
の
代
官
所
に
転
出
す
る
ま
で
の
1
四
年
間
､
久
世
''
笠
岡
の
代
官
所
に
あ
っ
て
五
万
-
七
万
石
の
天
領
を
治
め
た
.
早
川
正
妃

が
久
世
代
官
に
着
任
し
た
当
時
は
美
作
の
幕
府
領
の
村
々
は
生
産
と
風
俗
の
荒
廃
が
著
し
か
っ
た
｡
早
川
代
官
は
自
ら
回
村
し

て
'
当
時
横
行
し
て
い
た
赤
子
間
引
の
禁
止
や
質
素
倹
約
､
農
事
奨
励
を
説
き
､
農
民
教
化
に
つ
と
め
た
O
早
川
代
官
は
農
民
教

化
の
は
か
､
備
中
吹
屋
の
銅
山
師
大
塚
理
右
衛
門

･
兵
十
郎
を
保
護

･
激
励
し
て
､
荒
廃
し
た
吉
岡
銅
山
の
再
興
に
あ
た
ら
せ
､

ま
た
､
同
地
の
べ
ん
が
ら
生
産
を
保
護
し
て
地
域
産
業
の
振
興
に
努
め
る
な
ど
し
た
O
さ
ら
に
､
管
内
に
自
生
す
る
虎
斑
竹
や
笠

岡
古
城
山
の
立
木
の
保
護
な
ど
に
も
尽
力
し
た
｡
そ
の
政
治
は
松
平
定
信
の
寛
政
改
革
を
範
と
す
る
概
し
て
保
守
的
な
も
の
で

あ
っ
た
｡
し
か
し
､
地
域
の
現
実
に
適
合
し
､
農
民
の
風
俗
刷
新
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
､
名
代
官
と
し
て
広
く
民
衆
に
慕

(4)

わ
れ
た
｡

早
川
正
妃
は
こ
の
農
民
教
化
の
柱
と
な
る
も
の
と
し
て
郷
校
典
学
館
を
設
立
し
た
｡
こ
の
学
館
に
は
'
都
講
､
都
講
補
の
ほ
か

に
世
話
役
'
世
話
掛
が
置
か
れ
た
｡
こ
の
う
ち
の
世
話
掛
は
'
｢管
内
各
村
と
も
徳
望
あ
る
も
の
一
人
以
上
を
あ
げ
て
教
諭
掛
又
教

(LJ,)

諭
世
話
役
｣
と
す
る
も
の
で
､
｢風
俗
の
維
持
に
努
め
農
桑
の
奨
励
に
当
る
｣
も
の
で
あ
る
｡
表
記
は

｢書
付

早
川
八
郎
左
南
門

上
徳
山
村
周
蔵
｣
､
裏
記
は

｢享
和
元
酉
年
正
月
七
日
｣
と
い
う
包
紙
の
､
｢本
書
､
其
方
へ
村
内
並
隣
村
教
諭

申
付
侯
無
怠
慢

169
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(6)

出
精
可
致
も
の
也
｣
と
い
う
辞
令
が
あ
り
､
世
話
掛
の
1
人
に
任
命
さ
れ
て
い
る
｡

一
八

〇
一
(享
和
元
)
年
に

｢村
内
並
隣
村
教
諭
｣
に
任
命
さ
れ
た
周
蔵
は
'
｢早
川
正
妃
年
譜
｣
の
一
七
九
四

(寛
政
六
)
午

(7)

に
は

｢十

一
月
書
記
通
証
土
金
之
伝
を
書
し
て
徳
山
周
蔵
に
与
ふ
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
そ
れ
以
前
か
ら
早
川
代
官
に
接
し
て
い

(8)

る
｡
徳
山
家
文
書
に
は
､

1
八
〇
1
(寛
政

二
二
)
年

1
月
の

｢村
中
休
日
減
少
発
起
並
熟
読
之
事
｣
と
い
う
文
書
が
あ
る
O
こ

れ
は
草
稿
で
削
除
､
挿
入
が
随
所
に
大
幅
に
あ
る
も
の
で
､
正
確
な
文
章
と
し
て
翻
刻
し
難
い
も
の
で
あ
る
が
､
休
日
を
減
少
し

て
農
業
に
励
も
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
｡
｢村
内
並
隣
村
教
諭
｣
に
任
命
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
周
痕
は
'

こ
の
早
川
正
妃
の
教
え
に
深
-
共
鳴
し
､
そ
れ
を
農
民
に
広
め
て
い
る
｡

こ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
に
早
川
正
妃
の

『久
世
傑
教
』
の
勧
農
桑
が
大
幅
に
取
り
入
れ
る
に
至
る
一
所
以
は
こ
こ
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

⇔

石
賀
清
教
の
事
蹟

こ
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
後
半
の
第
二
の
部
分
は
石
賀
清
教
の
事
虞
を
記
す
部
分
で
あ
る
｡

石
賀
清
教
の
居
所
で
あ
り
事
虞
の
舞
台
で
あ
る
東
茅
部
村
は
現
在
川
上
村
茅
部
で
あ
る
｡
こ
の
辺
は
蒜
山
三
座
の
南
斜
面
に
開

け
た
蒜
山
盆
地
に
あ
り
､
盆
地
底
を
流
れ
る
旭
川
の
両
岸
に
平
野
部
が
開
け
て
い
る
が
'
東
茅
部
は
こ
の
盆
地
の
旭
川
右
岸
に
あ

る
｡
『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
著
者
徳
山
敬
猛
の
居
所
上
徳
山
村
は
現
在
は
同
じ
川
上
村
で
あ
る
｡

(9)

こ
の
東
茅
部
は
､

一
七
六
〇

(宝
暦

一
〇
)
年
の

『村
差
出
明
細
帳
』
に
よ
れ
ば
､
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
村
で
あ
る
0

戸
数
八
七
戸
､
人
数
男

1
七
九
人
､
女

一
五
二
人
､
計
三
三
一
人
で
あ
る
.
本
田
二
九
町
三
畝
二
七
歩
､
本
畑

1
0
町
五
反
二

畝
六
歩
､
ほ
か
に
新
田
畑
四
町
六
反
三
畝
二
四
歩
な
ど
の
村
で
あ
る
｡

こ
の
東
茅
部
は
､
黒
土
六
分
､
ね
ば
土

一
分
､
灰
土
三
分
と
い
う
中
国
山
地
特
有
の

｢黒
ば
こ
｣
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
質
の
強

(15
)
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(
16

)

酸
性
土
歩
か
ら
な
り
'
地
味
悪
る
-
､
田
の
う
ち
下
田
は

-
五
町
五
反

1
畝

l
五
歩
で
過
半
で
あ
る
o
ま
た
､
標
高
五
〇
〇
メ

1

-
ル
と
い
う
高
原
地
形
に
起
因
す
る
冷
涼
な
気
候
で
あ
る
.
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
､
収
穫
高
は
反
当
五
斗
か
ら
六
斗
と
い
う
よ

う
に
低
い
｡
麦
は

｢大
雪
所
､
若
し
雪
き

へ
か
た
-
て
春
の
ひ
が
ん
迄
も
雪
侯
え
ば
'
残
ら
ず
腐
｣
る
と
い
う
よ
う
に
麦
作
も
不

適
で
あ
る
｡

用
水
は
高
田
川
よ
り
二
分
､
莱
墨
川
よ
り
二
分
､
谷
水
よ
り
六
分
引
水
と
あ
り
､
谷
水
に
多
-
依
拠
し
て
い
る
｡
｢惣
じ
て
早
損

水
損
の
村
方
に
て
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
早
現
､
水
害
の
被
害
に
会
う
.

徳
山
敬
猛
の

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
作
成
の
契
機
は
､
こ
の
東
茅
部
村
の
石
賀
清
教
な
る
者
が
堤
防
を
築
き
､
濯
瓶
用
の

池
を
造

っ
た
こ
と
に
心
打
た
れ
た
こ
と
に
あ
り
､
本
書
は
そ
れ
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡

柑ヽ
)

こ
の
石
賀
清
教
が
築
い
た
池
堤
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

位
置

川
上
村
大
字
東
茅
部
字
辰
ノ
ロ
一
〇
五
〇
番
地

規
模

広
さ

1
反
七
畝
歩

土
手
七
畝
歩

濯
耽
面
積

1
町
三
反
歩

田
の
数
三
十
二

な
お
､
こ
の
池
の
土
手
は

一
八
三
四

(昭
和
九
)
年
に
大
風
水
害
の
た
め

一
部
決
壊
し
た
が
､
直
ち
に
修
理

･
補
強
さ
れ
用
水

源
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
｡
当
時
の
水
田
は
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
区
画
整
理
の
た
め
に
圃
場
整
理
さ
れ
､
古
田
は
二

(;
)

の
み
と
な

っ
た
｡

写
真
は
､
こ
の
溜
池
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

(
一
九
八
二
年
八
月

一
日
筆
者
撮
影
)
｡

V桝E

こ
の
地
盤
の
築
造
に
関
わ
る
若
干
の
文
書
が
残

っ
て
い
る

｡

文
書

一
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写真 1 遠方に借地の堤がみえる

写真 2 滴池

臣 ‡ 書碧

写真 3 溜池の下の田,先方左手に石賀邸
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相
渡
申
儀
定
書
付
之
事

東
茅
部
相
ノ
内

一

字
辰
ノ
ロ
堤
壱
ヶ
所

但

土
手
ノ
渡
某
所

二
順
シ
根
築
九
間
築
留
メ
三
間
高

サ

一
丈
八
尺
ノ
仕
立

此
訳

底
堀
出
井
両
脇
山
江
堀
込
候
義
無
手
抜
致
シ
､
は
ね
た
板
弐
間
半
留
弐
間

赤
土
ヲ
以
仕
立
､
右
土
手
中
石
の
と
ふ
づ
き
ヲ
以
念
ヲ
入
賢
､,､
'
両
脇

ハ

か
け
や
の
槌
ヲ
以
竪
ク
し
め
立

此
工
科

銀
札
八
百
日

但

工
科
飯
料

米
三
俵

也

諸
入
用

一
切
受
負

但
シ
右
ノ
両
築
立
樫
能
成
就
任
侠
と
も
'
水
十
分

こ
た
め
三
十
日
位
少
も
不
漏

水
保
チ
侯
上

二
而
右
米
銀
相
渡
可
中
之
定
､
尤
急

二
国
元

へ
帰
り
供
日
用

之
賃
金
扶
持
米
塩
噌
代
ホ
急
入
用
之
品
者
は
夫
丈
ケ
ツ
ツ
相
渡
可
申
候

l

土
極
竪
極
ホ
ハ
此
方

才
仕
立
相
渡
可
申
侯
､
尤
合
口
ヲ
改
す
候
事

ハ
右
受
負
ノ
内

165

才
可
出
侯
事

右
之
通
儀
定
相
極
供
上

ハ
無
相
違
御
調
候
也
､
為
後
日
書
付
相
渡
供
処
依
如
件

い
し
賀

堤
師

重
兵
衛

清
助
殿

こ
れ
は
池
堤
を
築
造
す
る
に
あ
た

っ
て
の
工
事
請
負
者
と
の
契
約
の
書
付
で
あ
る
｡
堤
防
の
長
さ

･
高
さ

･
幅
を
示
し
'
工
事



64

の
仕
方
'
工
事
費
用
と
支
払
方
法
を
記
し
て
い
る
｡
相
手
は
堤
師
清
助
で
､
堤
師
と
い
う
専
門
家
で
あ
る
｡

文
書
二乍

恐
以
書
附
御
願
奉
申
上
候

一

当
村
之
内
字
辰
ノ
ロ
林
山
す
そ
堤
壱
ヶ
所
築
立
程
能
ク
水
俣
侯

ハ
ハ
私
持
分
字
辰

ノ
ロ
下
畑
壱
反
三
畝
十
五
歩
､
同
所
中
畑
三
畝
拾
弐
歩
､
荒
神
カ
い
ち
上
畑
三
畝

弐
拾
壱
歩
'
右
之
場
所
畑
田
開
発
仕
度
奉
存
候
､
猶
亦
右
堤
水
行
届
候
程

二
随
ひ

追
て
畑
田
仕
度
御
座
候
､
依
之
村
内
江
及
相
談
候
処
右
障
無
御
座
候
､
此
段
御
勘

弁
ラ
以
テ
御
聞
済
被
為
下
僕
義

二
御
座

ハ
ハ
近
々
.qa取
懸
り
中
皮
奉
存
柔
､
右
之

段
御
願
上
度
乍
以
書
付
奉
差
上
侯
'
以
上

東
茅
部
村

文
政
六
未
年
二
月

重
兵
衛

庄
屋善

助
殿

前
書
ノ
通
願
出
侯

二
付
村
内

l
同

へ
相
談
侯
勉
差
障
無
御
座
候
､
奥
書
印
形
仕
奉

差
出
侯
'
以
上

164

未

二
月

山
崎
村
右

工
門
様

右
村
庄
屋

幸
助
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囲 石賀屋敷図 寛政11年 (1796)午

注 1)『川上村史』260ページ.

(
20
)

こ
れ
は
堤
防
が
出
来
､
水
の
溜
り
も
よ
-
'
こ
れ

に
よ
り
所
持
す
る
畑
を
田
に
す
る
こ
と
を
願
い
出
た

も
の
で
あ
る
｡
村
の
者

一
同
に
あ
い
は
か
っ
た
が
異

存
の
な
い
こ
と
を
庄
屋
が
書
き
添
え
て
い
る
｡

｢伯
州
日
野
郡
香
田
氏
産
也
｡
天
資
無
病
堅
固
篤

実
に
し
て
農
術
を
好
ミ
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
石
賀
清

教
と
石
賀
家

に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
ご
教
示

を

い

(13
)

た
だ
い
た
｡

石
賀
清
教
は
､
名
は
重
兵
衛
｡
伯
州
日
野
郡
根
雨

原
村
香
田
氏
の
男
､
母
は
同
郡
大
倉
村
井
上
氏

寛

政
中
石
賀
舌
郎
兵
衛
政
教
の
養
子
と
な
り
､
政
教
の

長
女
比
佐
を
妻
と
す
る
｡
壮
健
で
農
を
好
み
文
政
七

年
池
堤
を
築
き
辰
ノ
ロ
､
宮
ノ
前
､
荒
神
ケ
市
の
地

に
田
を
開
い
た
.
耕
牛
八
頭
を
飼
育
し
大
泉
模
の
水

田
経
営
を
行
な
う
｡
文
久
二
年
三
月
八
日
死
去
｡
行

年
九
十
歳
｡
な
お
､
八
頭
厩
は
そ
の
後
改
造
し
て
'

納
屋
と
し
て
現
存
す
る
｡

国
は
こ
の

一
七
九
六

(寛
政
八
)
年
の
石
賀
家
の

163



(u)

屋
敷
図
で
あ
る
｡
享
保
初
年
中
庄
屋
を
勤
め
た
家
に
相
応
し
い
家
屋
敷
で
あ
る
｡
門
口
の
左
側
に
大
き
な
厩
が
あ
り
'
牛
八
頭
を

裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

臼

『農
業
子
孫
養
育
草
控
』
の
成
立

徳
山
敬
猛
が
畏
敬
し
'
そ
の
書
を
熟
読
し
た
早
川
正
妃
は
､
農
業
養
蚕
が
国
家
の
大
本
と
し
'
耕
地
の
起
返
し
'
新
田
の
開
墾

(59)

を
奨
励

･
助
成
し
､
用
水

･
潅
概
に
'
治
水

･
川
除
に
､
道
改
修
に
常
に
多
大
の
注
意
を
払

っ
た
'
と
い
う
.

こ
の
書
は
､
近
隣
の
東
茅
部
村
の
石
賀
重
兵
衛
が
堤
防
を
築
い
て
溜
池
を
造
り
､
そ
れ
に
よ
り
畑
田
開
発
を
行
な
っ
た
の
で
あ

る
が
､
そ
れ
は
畏
敬
す
る
早
川
正
妃
の
教
え
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
に
感
銘
し
､
そ
れ
を
書
き
記
し
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
の
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
か
ね
て
か
ら
畏
敬
し
て
い
た
早
川
正
妃
の
著
の
あ
る
部
分
を
前
書
と
し
て
､
石
賀
重
兵
衛
の
治

一

続
を
書
き
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は

｢ろ
む
の
よ
し
あ
し
を
弁

へ
た
る
人
に
見
せ
は
や
と
思
ふ
に
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あ
ら
す
｣
と
い
う
よ
う
に
,
他
人
に
見
せ
る
た
め
で
は
な
い
｡
控
の
名
の
と
お
り
､
ま
さ
に
書
き
留
め
お
-
書
き
物
で
あ
る
｡

l

二
年
後
の

『農
業
子
孫
養
育
草
』
は
内
容
が
本
論
冒
頭
部
分
が
共
通
で
あ
る
は
か
は
こ
れ
と
全
-
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
異

な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
類
似
の
書
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
本
論
の
内
容
が
全
-
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
興

味
の
あ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
｡

荘川

『岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
第
二
六
巻
第

一
号

一
九
九
四
年
六
月
｡

62

吻

小
林
久
磨
雄
編

『吉
備
文
庫

第
五
輯
』

1
九
三
〇
年

山
陽
新
報
社
に
所
収
｡

仰

『岡
山
県
大
百
科
事
典

上
巻
』
の

｢久
世
代
官
所
｣｡

(
21
)
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(22
)

仙

『岡
山
県
大
百
科
事
典

下
巻
』
早
川
正
教
の
項
｡
な
お
そ
の
依
拠
文
献
は
永
山
卯
三
郎

『早
川
代
官
』

T
九
二
九
年

巌
南
堂
書
店

･
慶
文
堂
書

店
｡

(lQ) (9) (8) (7) (6)(5)aS) 44)83) 8分qB

前
掲

永
山
卯
三
郎

『早
川
代
官
』
二
1
九
ペ
1
.I,7(

前
掲

永
山
卯
三
郎

『早
川
代
官
』
二
二
〇
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

永
山
卯
三
郎

『早
川
代
官
』
八
〇
〇
ペ
-
'･,L
｡

徳
山
家
文
書

三
八
六
二
〇

『川
上
村
史
』

一
九
〇
～
t
九

一
ペ
ー
ジ
間
の
折
込
み
第
三
表
｡
な
お
'
同
書
の
一
九
〇
～

一
九
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
｡

石
賀
恭
悦
氏
か
ら
の
ご
教
示
o

な
お
､
｢開
発
新
開
等
二
閑
ス
ル
件
｣
(川
上
村
役
場
資
料
)
に
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

一

川
上
村
大
字
東
茅
部
字
辰
ノ
ロ

溜
池

文
政
六
年
石
賀
重
兵
衛
辰
ノ
ロ
荒
神
ケ
市
ヲ
開
墾
ノ
計
画
ヲ
立
テ
用
水
池
･1
シ
テ
溜
池
ヲ
築
ク
｡
面
積

1
反
七
畝
歩
､
土
手
敷
五
畝
歩
ナ
リ
O
文
政

七
年
該
池
ガ

､
リ
ニ
旧
来
ノ
畑
ヲ
起
シ
テ
田
地
･1
ナ
ス
｡
此
反
別

1
町
参
反
余
ナ
リ
｡

石
賀
恭
悦
氏
か
ら
の
ご
教
示
｡

石
賀
恭
悦
氏
提
供
O

石
賀
恭
悦
氏
か
ら
の
ご
教
示
｡

前
掲

『川
上
村
史
』
二
六
〇
ペ
ー
ジ
｡

前
掲

永
山
卯
三
郎

『早
川
代
官
』

1
八
ペ
ー
ジ
O

161



-091-

091

圃
什
蕗
博
罰
5
7i
jy
q)
)
直
哉
国

幹
耕
囲
粛

)9
75
帝
新
淋
二
g7
7令
謝
ff



岡山大学経済学会雑誌30(1),1998,159-182

《Materials》

On"N6gy6shisonyashinaigusa-hikae"by

YoshitakeTokuyama,1824

HarukiKandatsu

透徹
祭
ゑ
肺を
缶用疲1
-紘

159




